
第３学年理科学習指導案

日 時 平成 1６年７月６日(火) ５校時
児 童 矢沢小学校３年１組

男 21名女 16名計 37名
指導者 竹 林 瑞 彦

１ 単元名 こん虫をしらべよう

２ 単元について

（１） 単元について

３学年の理科の目標に「（１）身近に見られる動物や植物を比較しながら調べ、見いだした問

題を興味・関心をもって追及する活動を通して、生物を愛護する態度を育てるとともに、生物

の成長のきまりや体のつくり、生物同士のかかわりについての見方や考え方を養う。」とある。

本単元では、いくつかの昆虫を飼育・観察する中で、比較の視点を見いだしながら、昆虫の

成長過程や体のつくりの様子を比較する。

また、昆虫の食べ物のあるところとすみかが密接に関係していることにも気づかせ、外敵か

ら身を守ったり、産卵したりするところまで考えさせていく。

さらに、自分たちでも昆虫を育てていけるようにトンボやバッタの幼虫の飼い方についても

学習していく。

（２） 児童について

児童はこれまでに「植物をそだてよう」、「チョウをそだてよう」で種をまき、植物が生長す

る過程を観察したり、チョウの卵から幼虫、蛹、成虫になる過程を観察したりしてきている。

その中で、チョウの成虫の体のつくりは、頭、胸、腹の３つの部分からできていること、頭に

は目や触角があること、胸にはあしが 3対 6本あること、腹はいくつかの節になっていて曲が
ることを学習してきている。

本単元では、いろいろな昆虫を調べ、昆虫の育ち方や食べ物、すみかについて学習し、４年

時の「あたたかくなると」「暑くなると」「すずしくなると」「寒くなると」に発展させていく。

（３） 指導にあたって

本単元では、チョウの体のつくりといろいろな昆虫の体を比較しながら昆虫の体のつくりの

きまりにあてはめながら、調べさせ共通性をとらえることができるようにさせたい。また、ト

ンボやバッタの幼虫を飼育し、チョウの育ち方と比較して蛹を経ないで成虫になることも体感

させたい。

また、昆虫のすみかには食べ物があり、そのすみかは外敵からの隠れ場所や産卵場所となっ

ていることも考えさせたい。

さらに飼育活動を通して、小さな卵から大きな成虫へ変化することを体感させ、生命尊重や

自然愛護の精神を育てていきたい。



３ 単元目標及び評価規準

単 元 の

目標

・幼虫から蛹を経ないで成虫になるものがいることを捉えることができる

・昆虫には植物を食べたり、それをすみかにしたりして生きていることがわかる。

自然事象への関

心・意欲・態度

科学的な思考 観察・実験の技能・

表現

自然事象について

の知識・理解

評 価 規

準

・昆虫に愛着を持っ

て世話をしようと

している。

・チョウと他の昆虫

を比較する視点を

明確に持って観察

しようとしている。

・チョウと他の昆虫

の成長過程や体の

つくりを比較する

視点を見いだして、

共通点、差異点を明

らかにしている。

・昆虫の食べ物や生

活から、昆虫のいる

場所と植物とを関

係づけて考えてい

る。

・昆虫の成長過程や

体のつくりを見い

だした視点をもと

に観察している。

・観察した結果を、

比較した点が明ら

かになるように記

録している。

・昆虫の育ち方には

一定の順序がある

ことを説明してい

る。

・からだは頭、胸及

び腹からできてい

ることを説明して

いる。

・昆虫には植物を食

べたり、それをすみ

かにしたりして生

きていることを説

明している。



４ 単元の指導・評価計画（５時間扱い）

評価基準次・時 学習活動（指導内容）

関心・意欲・態度 科学的思考 技能・表現 知識・理解

こ
ん
虫
の
な
か
ま
を

さ
が
そ
う
（
１
）

(本時)

・チョウの成虫のから

だ調べで学んだ昆虫

の定義のもとに、いろ

いろな昆虫のからだ

を調べる。

・昆虫に興味

を持ち、進ん

で観察して調

べようとして

いる。

・いろいろな

昆虫のからだ

のしくみを比

較して、昆虫

の定義に当て

はめて昆虫か

どうかを確認

している。

・昆虫のから

だのつくりを

観察し、体の

各部の様子を

観察すること

ができる。

・昆虫のから

だは、頭、胸、

腹の 3 つの部
分からできて

いて、胸には

あしが 3 対６
本あることが

わかる。 

・トンボやバッタの幼

虫は、チョウのように

蛹になってから成虫

になるのか話し合い、

幼虫の飼いかたを知

る。（世話をして、ど

のように成虫になる

か調べる。）

・進んでトン

ボやバッタに

ついて興味を

持ち、学習に

取り組んでい

る。（進んで世

話をして、成

虫について調

べている。）

・（トンボやバ

ッタの成長の

変化をチョウ

の育ちかと比

べながら記録

することがで

きる。）

ト
ン
ボ
や
バ
ッ
タ
は
ど
う

そ
だ
つ
か
（
２
）

・トンボやバッタのな

かまの育ち方をチョ

ウのなかまの育ち方

と対比して、いろいろ

な昆虫の成虫順序を

整理する。

・トンボやバ

ッタなどいろ

いろな昆虫の

育つ順序に興

味を持ち、進

んでしらべよ

うとしてい

る。 

・いろいろな

昆虫の育つ順

序を、資料な

どをもとに調

べ、昆虫の育

つ順序につい

てまとめるこ

とができる。

・昆虫には完

全変態と不完

全変態の昆虫

がいることを

理解する。

・いろいろな昆虫のす

みかと食べ物との関

係について話し合う。

・昆虫のすみかと食べ

物についてまとめる。

・いろいろな

昆虫のすみか

について進ん

で調べようと

している。

・昆虫のすみ

かには食べ物

があり、外敵

からの隠れ場

所や産卵場所

になっている

と考えること

ができる。

・昆虫には、

植物を食べた

り、植物をす

みかにしてい

るものがいる

ことを理解す

る。 

こ
ん
虫
の
食
べ
物
と
す
み
か
を

し
ら
べ
よ
う
（
２
）

・学習のまとめをす

る。（評価テスト）



５ 本時の構想（１／５）  
（１） 授業の構想

○ 事前に虫を自分たちで集めさせ、チョウ以外の虫についても興味を持たせたい。そ

して、採集してきた昆虫をチョウと比較しながら調べさせ、昆虫にはチョウ以外にも

いることを捉えさせたい。

（２） 目 標

○ いろいろな昆虫のからだのつくりを調べ、昆虫のからだは、頭、胸、腹からなり、

胸にはあしが６本あることをとらえる。

（３） 展 開

過程 主な学習活動 教師の指導・支援 教具等 評価・具体の評価規準

導

入

(５)

１ どんな虫を採集して

きたのか聞く。 

２ 学習課題を確認する。

もってきた虫はチョ

ウのなかまかどうかた

しかめよう。

○採集できなかった

児童のために、虫を準

備しておく。

紙板書

自分の採集してきた昆虫について

発表できる。（挙手）

展

開

(35)

３ 昆虫について振り返

り、観察の見通しをもつ。

○チョウのからだにはど

んな特徴がありましたか。

☆からだが頭、胸、腹の 3
つにわかれている。

☆胸にはあしが６本つい

ている。

○このような虫を何とい

いましたか。

☆昆虫といいます。

○それでは、みなさんが採

集してきた虫が昆虫かど

うかを調べていきますが、

どんなところに注意して

調べていきますか。

☆からだの分かれかたを

調べる。

☆あしの数を調べる。

○チョウの写真や図

をもとに、からだの特

徴を振り返らせる。

○昆虫の定義を確認

させる。

○何を調べていくの

か視点を与え、観察を

させるようにする。

チョウ

の写真

図

紙板書

○関心・意欲・態度

・昆虫に興味を持ち、進ん

で観察して調べようとし

ている。

A 学習したことをもとに、見

通しをもっている。

B 見通しをもっている。

C 一斉指導で、もう一度見通

しをもてるように説明しなが

ら助言する。

（発表、観察）



展

開

(35)

４ 観察する。

○みなさんがもってきた

虫は昆虫なのか調べて

みましょう。

５ 調べたことを発表し、

交流し合う。 
○調べた昆虫と、観察した

結果を発表しましょう。

○みわける視点が明

確でない児童がいた

ら助言していく。図や

文で記録させる。

○チョウと各部分の

形は違っているかも

しれないので、よく観

察するようにさせる。

○チョウと比較しな

がら昆虫の形の特徴

も記録させるように

する。

○友達の発表を聞い

て自分の調べた昆虫

とも比較させたい。

○児童に発表させた

後一つ一つの虫につ

いて確認していく。

ノート

昆虫

虫眼鏡

○技能・表現

・昆虫のからだのつくりを

観察し、体の各部の様子を

観察することができる。

A 見分ける視点をもって、詳

しく観察している。

B 見分ける視点を持って観察

している。

C机間指導で、見分ける視点を

個別に助言しながら確実に観

察させるようにする。

（シート、観察）

○科学的思考

・いろいろな昆虫のからだ

のしくみを比較して、昆虫

の定義に当てはめて昆虫

かどうかを確認している。

A チョウと比較しながら発表

している。

B 自分の調べたことを発表し

ている。

C 教師の発表を受けながら発

表を促す。 
（シート、発表）

終

末

(10)

６ 学習のまとめをする。

トンボやバッタも

頭、むね、はらがあり、

あしがむねから６本あ

るこん虫です。

７ 学習しての感想を書

く。 
・学習してわかったことや

感想を書きましょう。

８ 次時の予告をする。

○わかったことを書

かせ、発表させる。

○トンボやバッタな

どの育ち方について

考えていくことを知

らせる。

シート

シート

○知識・理解

・昆虫のからだは、頭、胸、

腹の 3 つの部分からでき
ていて、胸にはあしが 3
対６本あることがわかる。

A 自分の調べたものや友達の

調べたものが昆虫であること

がわかる。

B 自分の調べたものが昆虫で

あることがわかる。

C 板書を使ってまとめを振り

返らせる。

（シート、観察）



（３） 評 価

○ いろいろな昆虫のからだのつくりを調べ、昆虫のからだは、頭、胸、腹からなり、

胸にはあしが６本あることをとらえることができたか。

（４） 準備物

・ 昆虫（各自で準備）

・ 虫眼鏡

・ 昆虫ホルダー

（５） 板書計画

こん虫をしらべよう

もってきた虫はチョウのな

かまかどうかたしかめよう。

チョウ写真

しらべるとき

頭、むね、はら からだのわ

にわかれている。 かれかた

こん虫

むねにはあしが あしの数

６本 

けっか

あたまはらむね あし

トン

ボ

○ ○ ○ ６

本

バッ

タ

○ ○ ○ ６

本

カマ

キリ

○ ○ ○ ６

本

クワ

ガタ

○ ○ ○ ６

本

アリ ○ ○ ○ ６

本

カブ

トム

シ

○ ○ ○ ６

本

まとめ

トンボやバッタも頭、

むね、はらがあり、あ 
しがむねから６本ある

こん虫です。



こん虫をしらべよう ３年 組 名前

かだい

かんさつしよう

・ 図は大きくかんたんにかきましょう。

・ チョウとくらべて文でかいてみましょう。

からだのわかれかた

あしの数

図

まとめ

トンボやバッタなども頭、（ ）、（ ）があり、

あしも（ ）本むねからあるこん虫です。

学習してわかったこと、かんそう

学習のふりかえり ◎ ○ △

すすんでかんさつ

できましたか？

チョウのほかにもこん虫のなかまが

いることがわかりましたか？


